
教育学研究科　共同教科開発学専攻 教授会等承認日（報告日）：令和８年９月10日

学位

大区分 中区分 小区分 詳細 必修 選択 科目コード 授業科目 単 位 開講 種別 授業目標 DP1 DP2 DP3

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 愛知教育大学 静岡大学 必修 37010020 教科開発学原論 2 講義

本講義は，教育環境学と教科学を統合した学としての教科開発学を構築しようとする背景と目的を明確にする。教科開発学におけ
る「教科」とは，既存の教科枠に囚われず，新たな教科観の開発・創造という意味合いも込めている。教育環境学は，学校環境だけで
なく，地域・社会・文化を含んだ幅広い視点からの教育環境の研究の発展を目指す。教科学は、教科専門と教科教育の融合による教
科内容構成の研究の発展を目指すものであり、教育論，教育内容論，教材論という三つの基本軸からなる。
新たなるこのような新しい学問として教科開発学を確立していくために従来の教科教育研究を中心にした研究と教科開発学との差
異、教科開発学の定義・特色等、教科学と教育環境学の構造的連関をどうとらえていくかを明らかにしていく。
この基本問題を検討するために，4名の教員の専門分野を基に教科学分野という視点でこれまでの自己の研究成果をふまえながら，
その基本問題に関する考察を試論的に提示する。これらの講義を通して教科開発学の学問方法論の知識を得ると共に，領域横断的
な学術的知見や理論を修得していく出発点とする。

◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 愛知教育大学 静岡大学 必修 37010030 教科開発学実践論 1 講義

教科開発学実践論では，教育事象を共有化し，実践を理論化する方法論等を学び，学校教育の実践を理論化し，また，その理論を指
導に生かす能力を身につける。
学生は，教員養成系大学の教員等で活躍することが期待されているために，大学教育段階における教育実践をも視野に入れて，教科
開発学における実践上の課題の把握，大学教員としての教育実践力，教員FD等，実践的諸課題を追求する。
そのため、各受講者のこれまでの研究を、教科開発学の視点から構成しなおし、それについて発表をし、受講者および教員全員で議
論する事で、上記の狙いを達成する。

◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 愛知教育大学 選択 37010050 文化資源活用論 1 講義

文化資源を、それぞれ異なる視点から取り上げることにより、複眼的な視点を養うと同時に、文化の根源に迫ろうとしている点が特
徴である。
１）物語論による分析方法を用いて、小学校国語科教科書教材を分析します。教材分析を通して、国語の授業について考察します。
２）戦前の地理教育制度や教科書を取り上げ、今日の地理教育の課題について講義します。また、各教科の小中高一貫カリキュラムに
ついても検討します。

◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 愛知教育大学 選択 37010070 科学技術活用論 1 講義

１）自然科学と科学技術との関連について、STEMやSDGsなどの教育課題を連携させながら、科学教育が科学技術に果たす役割
や、科学教育が育成すべき資質・能力がどのように科学技術に貢献しているかについて概観する。
２）現代物理学の基礎は量子力学にあり，半導体やレーザーといったテクノロジーは量子力学の発展の上に築かれたものである。本
講義では，量子力学の原理がどのように科学技術に応用されているのかについてその概要を理解する。
３）算数・数学ではどのような考え方をするのかを、学校教育では扱われることが少ないが、子どもたちが興味をもてる教材を通し
て理解する。

◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 愛知教育大学 選択 37010090 教育評価実証方法論 1 講義

授業では、はじめに受講者の研究テーマについて、パワーポイントを用いて発表してもらう。その後、各教員の授業を受講する。各教
員の授業内容は、以下の通りである。
１）心理学における基本的な研究法（データの収集法、相関的研究と実験的研究法、尺度の信頼性と妥当性、因子分析等）について概
説する。また受講生の研究について、内容や方法等について発表して検討する。
２）幼児教育学、保育学、子ども学の分野における実践的研究者と研究的実践者の立場から、対象（乳幼児、保育者）を理解し分析評
価する方法、それを研究として昇華させるための研究方法を学ぶ。受講者の研究背景や状況に応じて、学際的な視座から、定量的
（量的）な研究方法、定性的（質的）な研究方法、混合研究方法などの中からいくつかの具体的な方法を取り上げ、先行研究、文献講
読、研究成果、事例を通して学ぶ。同時に、既存の諸科学で自明の理とされてきた思考の枠組みや方法、レトリックを批判的に検討し
てみる。
３）健康科学の立場から学校での実践論文をもとに、研究方法（分析方法等）と研究結果（まとめ方）について取り上げる。

◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 静岡大学 選択 37010110 教育プログラム開発論 1 講義

教育プログラム開発論は，学校での授業の計画・実施あるいは分析・評価と同時に，高等教育機関において教育に従事するための，
授業開発に関わる知識を学ぶものである。前半は，教育実践研究に必要な，研究上のアイデアを授業化する方法，データを収集し分
析する方法，授業化のためのノウハウを学習する。また，教科開発の基礎となるカリキュラム経営の考え，キャリア教育等のカリキュラ
ム開発に関わる具体的内容・方法などを学習する。

◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 静岡大学 選択 37010130 表現・鑑賞論 1 講義
芸術は存在そのものが教育であると言える。そして,芸術を表現することとそれを鑑賞することは表裏一体の関係であり,常に同時発
生的に進行する創造性豊かな思考過程である。この授業では,そういった表現と鑑賞の思考過程を芸術学と認知科学を融合させた
学際的な観点で整理し,芸術教育のありかたについて考察するものである。

◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 愛知教育大学 静岡大学 必修 37060010 論文講究Ⅰ 2 演習
博士論文を作成する基本的な資質・能力を育成するために、博士論文とは何かを熟考し、研究テーマ、先行研究、研究の方法論、およ
び内容構成等の検討に関する指導・助言を行う。また、教員の指導のもとに個別研究を実施して、博士論文につながる学会発表及び
学術論文の作成等を行う。

◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 愛知教育大学 静岡大学 必修 37060020 論文講究Ⅱ 2 演習
博士論文を作成する発展的な資質・能力を育成するために、「論文講究Ⅰ」を踏まえた上で、博士論文の作成に向けて、研究テーマ、
先行研究、研究の方法論、および内容構成等の検討に関する指導・助言を行う。また教員の指導のもとに個別研究を実施して、博士
論文につながる学会発表及び学術論文の作成等を行う。

◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 愛知教育大学 静岡大学 選択 37060030 論文講究Ⅲ 2 演習 （令和９年度から開講） ◎ ◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 教育環境学分野科目 愛知教育大学 選択 37020070 遊び文化環境論研究 2 講義

現代社会における子どもの遊びは、昔と比べてかなり変化している。この状況は、遊びそのものの変化に留まらず、様々な影響を子
どもに与えている。本講義では、現代に生きる子どもの問題を遊びとの関わりから考察する。また、遊びによって身に付く｢社会を生
き抜く力｣が、教育とどのような関わりをもつかについて話し合う。その上で、遊びがもつ可能性について、グローバルな視点から文
化の創造との関わりを考える。具体的には、
１．子どもの遊びがどのように変化しているか、過去から現在について概説する。
２．現代の遊びが、子どもにどのような影響を与えているか事例をあげて述べる。
３．遊びにより身に付く様々な力が、教育にどのような影響を与えるか推察する。
４．遊びが文化を創造するとの視点に立ち、遊びのもつ可能性について考える。
　本授業は講義であるが、授業の中でディスカッションの時間をもうけ、教員から受講生へ一方向の授業にならないようにする。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 教育環境学分野科目 愛知教育大学 選択 37020150 学校適応論研究 2 講義 学校への適応について，児童生徒の動機づけという観点から検討する。 ◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 教育環境学分野科目 愛知教育大学 選択 37020190 教育哲学・思想論研究 2 講義

教育と呼ばれる事象や、教育に対する私たちの見方・考え方は、歴史的、社会的に条件づけられ制約を受けた形で成り立っています。
その制約の外に出ることは最終的にはできませんが、その制約を問い直すことによって、教育と呼ばれる事柄に対する私たちの常識
的なとらわれを抜け出し、現実を別の見方のもとで捉える可能性を期待することができます。この授業では、西洋近現代の教育思想
ないしは教育にかかわる思想を手がかりとしながら、その思想に関わる知識を理解するとともに、私たちが教育と見なしている事柄
を問い直す視点や姿勢を習得することを目的とします。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 愛知教育大学 選択 37020310 教育方法・内容論研究 2 講義

カリキュラムは、政策・制度であるという点において政治的であるだけでなく、授業において教え—学ぶ行為として展開される過程
においても政治性を不可避に抱え込む。授業では、マクロな政治性に規定されながら、他方で教師—教材—学習者のコミュニケー
ションの中で自律的に政治性を生み出している。授業づくりの課題は、教え—学ぶ関係に生起するポリティクスを読み解き、それをど
のように編み直し、より公正・平等な授業を展開していくのかにある。
　今年度は、「多様性とカリキュラム」をテーマとして、社会構造的、学習論的、授業論的な検討を行う。その際､多様性をカリキュラム
に反映することが極めてポリティカルな問題をはらんでいることを前提に、「なぜ､今､多様性が重視されるのか？」「多様性を学校の
カリキュラムに反映することが可能なのか？」を主要な論点として、理論的、実践的に検討していく。
　授業は､事前に配布した文献についてのディスカッション形式で進めていく。文献ごとに報告担当者を決める。この報告担当は受講
者数にもよるが複数回担当することになると思われる。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 愛知教育大学 選択 37020330 教授学習論研究 2 講義
教授学習論研究では、教育心理学・認知科学的な観点に立って、「教授・学習」に関わる理論について学習する。すなわち、「学び」を科
学的に分析するための手法を学ぶ。さらに、教授・学習に関連する研究論文や学術書を輪読して、ICT等を活用した教育環境の改善
について考察する。これらを通じて、教授・学習に関する研究について、興味・関心・意欲を高める。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 愛知教育大学 選択 37020370 ＩＣＴ教育研究 2 講義

1人1台端末、高速大容量通信ネットワーク、クラウド活用環境を活用した効果的・効率的な授業を設計するためには、学習観・指導観
の転換に基づいた授業デザインが必要となる。この授業では、優れた実践例や教育実践例を基にどのような授業設計の方法がある
のかを検討し、考察することを目的とする。そのための方法として、まず、教育実践論文を調査し、どのような授業デザインで実践が
行われているかを検討する。また具体的なテーマを設け、課題を提示し、最後に課題の発表と議論を行う。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 愛知教育大学 選択 37020430 教育相談論研究 2 講義
教育相談における実際的課題および理論的課題について検討する。具体的には，学術書や研究論文の購読，事例検討などの実践例
の精査などを通じて理論的および実践的学習を深める。これらを通じ，各受講者の課題意識を明確にし，実践的研究を構想する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 教育環境学分野科目 静岡大学 選択 37020250 養護実践教育学論研究 2 講義

養護教諭の歴史や制度・養護実践・教育等からみる養護の捉え方を文献及び昨今の研究から追究する。それらをもとに、養護教育の
あり方について考察し、養護学の構築に向けての理論構築を図る。
１．養護教諭の実態と実践の現状について、歴史的背景や、制度、養護の概念や機能の視点について、文献及び昨今の研究から考察、
分析し理論構築を図る。
２．１を通じて、養護教諭教育のあり方と現職養護教諭の研修課題についてについて分析し考察する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 静岡大学 選択 37020270 特別支援教育学研究 2 講義
特別支援教育に関わる研究方法について理解を深めるとともに、優れた先行研究などに触れることを通して、その利用方法を学ぶ。
後半は、自身の研究を用いて、具体的な方法や進め方について検討を深めていく。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 静岡大学 選択 37020290 情報教育学研究 2 講義
本授業では，ICTを活用した教育・学習について，教育工学，情報教育学の観点から検討する。授業の前半では，教授理論や学習理
論，ICT活用などを具体的に学び，授業の後半では，演習形式を通して自らの博論における教育実践への応用について考える。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 静岡大学 選択 37020390 人間形成論研究 2 講義
人間がいかにして人間となるのか，教育はそこにどのように関与する（してきた）のかという問いに，主に西洋近現代における教育思
想や倫理学の知見を軸に応答していく。それらの知見の理解に基づき，人間形成および教育をめぐる現代的な諸課題に向き合い，先
行研究においてこれまで蓄積されてきた議論の検討を通じて，多様な視点から考察できる力を獲得することを目標とする。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 静岡大学 選択 37020410 生涯教育学研究 2 講義

教師の成長に関し、省察的実践の観点から、理論的・実践的に理解することができる。
省察的実践における共同的学習の重要性と課題について理解することができる。
生涯学習者としての教師が求められている現代的事情を理解することができる。
省察的実践研究とはどのようなものであるかについて理解し実践することができる。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 教育環境学分野科目 静岡大学 選択 37020420 心理学的アプローチによる教育研究 2 講義
本講義は，教育研究のために心理学で用いられる代表的なアプローチを，その特徴を，メリットや限界と共に理解することを主たる
目標とする。併せて，1.心理学をベースにした教育研究論文を批判的に読むことができるようになる，2.心理学的アプローチを用い
て自らの研究をデザインできるようにすることも目指す。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 人文社会系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37030005 第二言語教育論研究 2 講義

言語学習の成否に影響を与える要因として、学習者の意欲・動機づけが大切になる。いくら優れた教授法を用いても、学習者の意欲
が高まっていなければ、その効果は限定的になる。特に近年、動機づけの必要性がさらに認識され、研究も盛んに行われてきてい
る。そのため本授業では、学習意欲・動機づけについての研究動向を理解することを目標とする。授業では、特に以下の点に焦点を
当てる。
（１）心理学における動機づけ理論と第二言語教育における動機づけ理論について
（２）言語教育における動機づけの実践方法について
（３）動機づけ研究実施方法について
（４）動機づけ研究のにおける今後の課題と研究資料について

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 人文社会系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 34030180 社会科教育論研究 2 講義
社会科教育（地歴・公民科）でしばしばとりあげられる本（著作物）を読解することによって、その本が社会科教育史において、どのよ
うな位置づけにあり、どのような教育上の価値をもっているのかについて考えていくことを目的とします。また、しっかりとした教材
研究の力量を育成するために、その本をもとにして教材開発を行ってもらいます。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 人文社会系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37030090 地理学教材論研究 2 講義

地理学における野外調査の技法を各地理学分野の先行研究による座学と実際のフィールドでの観察などから理解することによっ
て、①｢地域｣を観る目を養い、②社会科の内容である地域事象をフィールドで理解し、その仕組みを解き明かしうる能力とともに、
③それらを構造的に把握して教材を開発する視点を養うことを目的とする。具体的には、教科専門としての地理学における基本的概
念と地理学の基本的構造を理解し、それを社会科や防災教育における地域教材開発へと転化して授業を構成する力量との関わりか
ら教科開発学における教科専門と教科教育について考える。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 人文社会系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37030140 国語科教育教材論研究 2 講義

講義のテーマ ： 文学教育における読書行為の研究
GIGAスクール構想、ICT教育といったように、学校教育ではデジタル化が推進され、児童・生徒たちもほとんどがスマートフォンを
所持し、多くの時間を費やしている。一方で、児童・生徒の言語力・読解力の低下が懸念されてもいる。そのような状況をふまえて、
戦後の文学教育を振り返りつつ、言語論・文学理論を参照しながら、言語力・読解力育成のための文学教材の読みについて、読書行
為論の観点から考察する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 人文社会系教科学分野科目 静岡大学 選択 37030190 文学教材論研究 2 講義
中・高等学校の国語教科書に採録されている（されたことのある）日本の近現代の文学作品（小説、詩歌、評論）を取り上げ、読解す
る。一部のみ採録されている場合は、作品全体やその背景を踏まえて読解する。作品の読解の上でポイントとなる箇所や表現を見出
し、そのポイントに導く段階的な発問や活動を設定することができるようになることが目標である。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 人文社会系教科学分野科目 静岡大学 選択 37030110 外国語教育論研究 2 講義

外国語教育研究を行ううえで必要とされる主要な理論について理解することを第一の目的とします。具体的にはSecond
Language Acquisition (SLA), Instructed Second Language Acquisition (ISLA) 等における主要な理論について
理解します。さらに、外国語教育研究における主要論文を取り上げ、研究方法、研究の流れを理解し、論文を批判的に検討する力と
学んだ理論を用いて、外国語教育の授業実践について検討できる力を養います。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 人文社会系教科学分野科目 静岡大学 選択 37030200 地理教育内容論研究 2 講義
本講義は地理教育で扱われる内容のうち、日本における農山村の社会経済を通して地域システムを多面的、多角的に検討すること
を目的とする。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 人文社会系教科学分野科目 静岡大学 選択 37030210 世界史教育研究 2 講義
世界史の成り立ちや世界史教育の現状と課題に理解を深めることで、これからの時代に適した世界史教育のあり方を検討すること
を目標とする。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 自然系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37040030 物理教材論研究 2 講義

自然科学系の基礎学問として重要な物理学を基礎として、身の回りの現象や科学技術を概説しつつ、教材開発力を養い、その授業で
の活用法を検討する。特に、学習への動機付けや日常生活との関わりから、理科を学ぶ意義や目的、楽しさを伝える工夫として従来
型の理科教材ではなく、先端科学技術を利用した種々の民生機器や玩具の動作原理の基本的な理解に加え、「日常生活」と「理科学
習」をつなぐことのできる新規の物理教材開発研究を行い、その有用性について討議・検討を加える。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 自然系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37040060 数学教育内容論研究 2 講義 中学校及び高等学校数学に関する教材研究について学びます。 ◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 自然系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37040150 理科教材開発論研究 2 講義

理科教材の開発について、様々な教材開発の先行研究や事例から概観した上で、科学的探究を深めるための教材開発に必要な視
点、手法、活用、評価等さまざまな側面から分析・検討する。
科学的な原理や理論が、実社会における具体的・実用的な話題や課題と、どのように関連、基盤となっているかを理解するために、
教材が果たす位置づけや役割について考察する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 自然系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37040170 物理教育内容論研究 2 講義

物理学を基礎として，国内外の科学教育の現状について学び，中学校理科ならびに高等学校物理学において導入可能な評価・授業
方法・教材について分析・検討する。評価については，観点別評価と関連づけて，パフォーマンス評価の理論と実践について検討す
る。授業方法については，米国で実践されている物理教育研究（Physics Education Research）の現状を文献に基づいて学び
つつ，新しい授業方法について比較・検討する。教材については，動画解析ツールや各種センサーを用いた実験教材の実践例を分析
する。また，受講者自らが考案した授業方法や教材開発案について討議・検討する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 自然系教科学分野科目 静岡大学 選択 37040090 生物教育内容論研究 2 講義

小学校〜高校の理科・生物におけるフィールドワーク（野外での観察・観測）による学習では，指導計画をたてる上で学校周辺の環境
の違いに適切に対応することが必要であり，フィールドワークの熟練者でなくてもそのような対応が可能となるようなマニュアルが
地域毎に作成されることが望ましい。一方，近年その重要性が高まっている生態系や生物多様性に関する学習では，体験的な内容を
とりいれた効果的な学習プログラムの開発が望まれる。本講義では，理科・生物におけるフィールドワーク企画・実践能力の高度化と
生態系・生物多様性に関するコンテンツ開発技能の習得を目標とする。授業内容としては，小中高の理科において標準的な観察対象
となる生態系において，観察内容と観察手法を実習形式で学び，それに基づいてフィールドワークの企画とマニュアル作成を行う。
さらに，生態系・生物多様性に関して最新の概念に基づいたコンテンツを開発し，フィールドワークと室内での授業を効果的に組み合
わせたカリキュラム案を設計する。これらによって，地域の環境に対応したフィールドワークを組み込んだ生態系・生物多様性に関す
る効果的な学習の企画・開発を行う能力をもった人材を育成する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 自然系教科学分野科目 静岡大学 選択 37040110 理科教育論研究 2 講義

本講義では，教科開発学の核心を形成する理科カリキュラム開発に関して，理科の目的論・目標論，理科の学習内容構造，子どもの自
然理解の実態，理科教授論，そして科学と社会との関連を取り上げ，包括的な理解を図るとともに，理科における教科開発力の育成
を目標とする。
具体的には，戦前の「理科」誕生以降の理科教育論の展開について，当時の西欧諸国における科学教育論と関連づけて講義を行い，
理科が基礎を置く自然科学研究の本質を考究する。そして，子どもの有する科学に関する素朴概念の特徴と近年の理科教授論の動
向を踏まえた上で，教科開発学の具体的手法について学ぶ。
さらに，21世紀の社会が直面する地球環境問題やエネルギー問題への理科の対応について論じ，これからの教科開発学の重要な視
点となる持続可能な社会構築のための理科の姿を検討する。
一連の講義の後半では，前半で学んだ事項をベースに，カリキュラム分析や教科開発の実習を中心に実施する。現代理科カリキュラ
ム（STSカリキュラム，コンテクストに基礎を置いた理科学習等々）の分析や開発を行うことによって，上記視点の具体的な展開を把
握・実践できるようにする。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 創造系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37050230 保健科教育論研究 2 講義

保健科教育論研究では，ディプロマ・ポリシー（DP）の特にDP2（学術的な専門的知見を教科内容として構成できる能力を身に付け，
教育論，教科内容の構成原理や教育方法，教材を開発する能力）を習得するために，本領域の研究範囲を概説し，この領域で実践さ
れている敎育実践研究も紹介する。
特に介入研究に視点をあて，保健科敎育の発展に向けた実践と研究の仕方について概説する。
その際，授業目標・内容・方法・評価の視点から概説するとともに課題を発表し合いながら内容を深めていく。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 創造系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37050210 保健体育内容論研究 2 講義
本授業では，保健体育授業のみならず，スポーツ・健康科学領域で課題となっている事項について提起し，討議していく。特に、子ど
もたちの発育やその動きの現状、それを改善する策を教科開発学の観点から検証し，学習計画・指導法を開発することを目標とす
る。また、運動種目ついての本来の系統的学びと学校教育の現状と課題についても議論したい。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 創造系教科学分野科目 愛知教育大学 選択 37050250 球技教材開発論研究 2 講義
体育・保健体育における球技領域の教材開発力を養い、その授業での活用法を検討する。体育・保健体育における球技指導の歴史的
な変遷を踏まえて、球技を学ぶ意義や目的、運動の特性を伝える工夫を討議・検討する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 創造系教科学分野科目 静岡大学 選択 37050170 体育・課外活動教材論研究 2 講義

講義の目的は、「スポーツ科学系の基礎的研究を保健体育、体育系課外活動の教科開発にどのように活かし研究を進めていくか」と
いうことを探求することです。その目的のため、先行研究の理論的背景を理解し、現状を把握しながら問題点を明らかにしていきま
しょう。また、独創的な研究課題の設定を目指してみたいと思います。授業では個人やグループ単位でのフィールドワーク、プゼン
テーションなどの機会を多く持つ予定です。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 創造系教科学分野科目 静岡大学 選択 37050190 家庭科教材論研究 2 講義
家庭科教材論研究では、食分野を中心にしながら、家庭科の教材研究のあり方を検討する。文献調査や実習・実験を通して、教材研
究力・教材開発力を育成し、家庭科の授業での活用方法やを学ぶ。また、身の回りの生活の中から、家庭科と関連の深い科学や文化
に着目し、現代的課題につなげていく力を養い、家庭科を学ぶ意義や目的を伝える工夫についても検討する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻基礎科目 創造系教科学分野科目 静岡大学 選択 37050150 技術教育教材論研究 2 講義
技術教育における教材は、学習者自らが製作（制作）するものが大半であるが、その製作の対象となる教材そのものは、教育目的を
満たすために、どのように設計されるべきかを検討し、技術教育における教材設計について考察する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻分野科目 創造系教科学分野科目 静岡大学 選択 37050280 日本伝統音楽実践研究 2 講義
我が国の伝統音楽について概観し、第三者へ説明できるようになることを目標とし、学習指導要領で述べられている「伝統と文化の
学習」について、特に音楽科における指導について講義と演習を通じて理解する。

◎

共同教科開発学専攻 専攻応用科目 愛知教育大学 静岡大学 必修 37110010 教科開発学セミナーⅠ 2 演習

教科開発学セミナーは、大学院生が教科開発学とは何かを問いながら、それまでに研究してきた成果を、他の院生ならびに全教員の
前で口頭発表する場である。他分野の教員も加わり、異なる専門性の観点から研究成果について論評する授業形態は、本専攻の特
色の1つである。このセミナーでの研究発表の積み重ねが、博士論文となって実を結ぶことが期待される。さらに、教科開発学という
学問領域とは何かについて、全員で議論することにより、教員と院生の共通理解を深めて行く。

◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻応用科目 愛知教育大学 静岡大学 必修 37110030 教科開発学セミナーⅡ 2 演習
教科開発学セミナーⅡ は、1年次に履修し、研究発表したセミナーIでの内容を基礎に、それ以降の1年間の研究成果を発表する。具
体的には、博士論文の目次構成と、それぞれの章立ての概要等について、他分野の教員も加わり、異なる専門性の観点から検討をお
こなう。セミナーⅡは、博士論文の中間発表として位置づけられる。

◎ ◎

共同教科開発学専攻 専攻応用科目 愛知教育大学 静岡大学 選択 37110050 教科開発学セミナーⅢ 3 演習
教科開発学セミナーⅢは、セミナーⅠ・Ⅱとは異なり、原則として８月に開講される。この時期に研究成果を発表することで、自らの
研究をまとめ、速やかに博士論文作成へと繋がることが期待される。具体的には、本セミナーⅢにおいては、博士論文の目次構成を
確定し、博士論文の草稿を基に、その内容を発表する。

◎ ◎

■　令和８年度入学生用　カリキュラム・マップ　■

博士（教育学） ディプロマ・ポリシー（DP)
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